
- 19 -

近
世
初
期
の
林
業
技
術
と
土
木
技
術

|

|

運
材
と
河
川
土
木
工
事
を
中
心
に
し
て

は
じ
め
に

近
世
初
頭
は
大
開
発
時
代
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
耕
地
を
は
じ
め
と

し
て
河
川
や
鉱
山
の
大
規
模
な
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

一
方
、
城
郭
と
城
下
町

建
設
に
要
し
た
巨
大
な
建
築
用
材
幡
市
襲
は
、
や
は
り
大
規
模
な
山
林
開
発
を
招

い
た
。
こ
の
時
期
の
山
林
開
発
に
関
し
て
は
、
所
三
男
氏
の
研
究
に
詳
し
く
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
従
来
殆
ど
開
発
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
木
曾
な
ど
の
森
林
資
源
地

帯
に
自
が
向
け
ら
れ
、
建
築
用
の
大
径
材
が
大
量
に
伐
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
山
林
で
は
材
木
伐
出
の
た
め
に
、
特
に
運
材
路
の
開
設
を
要
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
山
林
地
帯
が
未
開
発
で
あ
っ
た
の
は
、
運
材
が
容
易
で

は
な
く
、
そ
の
た
め
に
運
材
が
容
易
な
畿
内
周
辺
の
森
林
地
帯
に
、
従
来
は
尊

ら
用
材
生
産
が
集
中
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
径
材
需
要
を
ま

か
な
う
た
め
に
は
新
し
い
山
林
地
帯
の
開
発
が
不
可
避
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
材
木
生
産
を
と
り
ま
く
環
境
の
下
で
、
大
径
材
伐
出
に
は
京
や
大

坂
の
商
人
達
が
関
わ
っ
て
い
た
。
彼
ら
が
材
木
伐
出
に
関
わ
っ
た
背
景
と
し
て

は
、
領
主
権
力
と
の
結
び
つ
き
、
材
木
伐
出
に
要
す
る
資
金
を
保
有
し
て
い
た

こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
未
開
発
林
開
発
に

は
運
材
路
の
開
設
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
何
ら
か
の
形
で
こ
の
課

脇

野

博

(
一
九
九
三
年
一

O
月
二
九
日
受
理
)

題
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

運
材
路
の
開
設
は
土
木
技
術
に
関
わ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
所
氏
は
「
角
倉

与
一
と
木
曾
雌
」
に
お
い
て
、
角
倉
が
す
ぐ
れ
た
河
川
土
木
技
術
を
有
し
て
い

た
点
に
注
目
し
、
角
倉
に
よ
る
木
曾
川
開
発
に
よ
っ
て
木
曾
山
林
開
発
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
筆
者
も
こ
の
所
氏
の
指
摘
に
費
成
で
は
あ
る
が
、

所
氏
も
角
倉
了
以
・
与
一
父
子
が
木
曾
川
を
開
発
し
た
こ
と
を
知
る
事
実
を
発

見
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
未
だ
推
測
の
域
を
で
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
材
木
生
産
に
お
い
て
土
木
技
術
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
は

技
術
史
上
、
さ
ら
に
初
期
の
有
力
商
人
の
性
格
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
も

の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
の
運
材
路
の
開
設
と
土
木
技
術
に
的
を
絞

り
、
こ
の
観
点
か
ら
商
人
に
よ
る
材
木
伐
出
の
事
例
を
検
肘
し
、
土
木
技
術
と

林
業
技
術
の
関
わ
り
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

伐
出
請
負
商
人
と
土
木
技
術

近
世
初
頭
の
木
曾
山
に
お
い
て
、
商
人
が
材
木
伐
出
を
請
負
っ
た
事
例
を
み

て
お
こ
う
。
次
の
史
料
は
、
寛
永
一

O
年
(
一
六
三
三
)
年
に
増
上
寺
客
殿
用

材
木
を
木
曾
山
か
ら
採
材
し
た
時
の
仕
出
目
録
で
あ
る
。
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桧
す
立
ふ
し
な
し

四
本

長
四
間
半

は
、
弐
尺
三
寸

あ
っ
壱
尺
五
寸

四
本

長
四
間
半

は
も
弐
尺

あ
っ
壱
尺
弐
寸

四
本

長
五
間
木

は
、
四
尺
壱
寸

あ
っ
壱
尺
五
寸

弐
本

長
七
間
半

は
、
四
尺
壱
寸

あ
っ
壱
尺
五
寸

六
本

長
四
間
半

は
、
弐
尺
四
寸

あ
っ
壱
尺
七
寸

弐
本

長
四
間
木

は
、
弐
尺
五
寸

あ
っ
壱
尺
五
寸

弐
本

長
六
間
半

は
、
弐
尺
七
寸

あ
っ
壱
尺
六
寸

四
本

長
五
問
木

は
、
弐
尺
五
寸

あ
っ
壱
尺
六
寸

小
以
弐
拾
八
本

右
之
御
材
木
者
、
木
僧
之
内
つ
け
ち
山
・
か
ほ
れ
山
・
か
し
も
山
、
此
三
ケ

所
之
御
山
ニ
而
、
来
成
ノ
四
月
中
ニ
不
残
指
上
ヶ
可
申
候
、
大
御
材
木
之

儀
者
、
し
か
と
見
定
不
申
候
問
、
山
入
仕
、
御
注
文
ニ
相
申
木
無
御
座
候

可
申
上
候

は
、
、
山
よ
り
御
注
進
可
申
上
候
、
ね
段
之
儀
者
此
方
落
札
を
以
御
勘
定

巴
上

寛
永
拾
年

酉
ノ
八
月
二
日

大
坂
天
満
材
木
や
品
川
六
人
内

し
、
く
い
や

次
郎
右
衛
門

(黒
印
)

天
野
や

市
兵
衛
(
黒
印
)

ゑ
ひ
や

庄
兵
衛
(
黒
印
)

安

九
兵
衛
(
黒
印
)

井

御
奉
行
様

右
帳
面
之
材
木
弐
拾
八
本
、
増
上
寺
客
殿
立
な
を
り
候
用
ニ
候
問
、
無
役

ニ
御
と
ら
せ
可
彼
成
候
、
代
金
者
此
方
ニ
而
相
渡
し
候
、
右
之
木
数
之
外

壱
本
も
御
出
し
候
事
御
無
用
ニ
候

以
上

内
記
(
黒
印
)

(
以
下
略
)

竹
腰
山
城
{
寸
殿

成
瀬
隼
人
正
殿

桧
の

「大
御
材
木
」
二
八
本
を
木
曾
の
つ
け
ち

(付
知
)
山
・
か
ほ
れ

(川
上
)

山
・
か
し
も

(加
子
母
)
山
か
ら
伐
出
す
る
こ
と
を
大
塩
天
満
材
木
屋
与

(組
)

の
四
人
が
請
負
っ
た
。
大
坂
天
満
材
木
麗
与
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
右

の
四
人
の
材
木
屋
の
う
ち
、
素
性
が
明
ら
か
な
者
は
管
見
の
限
り
で
は
、
「
し
、

く
い
や
(
宍
喰
屋
)
次
郎
右
衛
門
」
と
「
安
井
九
兵
衛
」
で
あ
り
、
と
も
に
初

期
の
大
坂
町
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

会
ハ
喰
慶
次
郎
右
衛
門
に
関
す
る
記
録
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
大
坂
三
郷
市
開
組

惣
年
寄
で
あ
っ
た
と
と
も
口
、
『
米
商
奮
結
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

立
賓
堀

長
さ
六
百
九
十
六
間
半

元
和
六
申
年
掘
中
絶

寛
永
三
寅
年
、
宍
喰
屋
次
郎
右
衛
門
再
ひ
是
を
掘

宍
喰
屋
次
郎
右
衛
門
は
、
工
事
が
中
断
し
て
い
た
立
賓
掘
の
開
削
を
、
寛
永

三
年

(一

六
二
六
)
に
再
開
し
運
河
を
完
成
さ
せ
た
。
な
お
、
宍
喰
屋
次
郎
右



衛
門
の
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
慶
安
の
頃
に
佐
渡
屋
町
に
隠
居
屋
敷
を
買

い
求
め
て
い
る
こ
と
か
目
、
右
の
木
曾
山
材
木
伐
出
の
時
分
に
は
実
在
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
他
方
、
安
井
九
兵
衛
も
宍
喰
屋
と
同
様
に
南
組
惣
年

寄
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
慶
長
一
七
年
三
六

一
二
)
に
完
成
し
た
南
堀
(
の

ち
の
道
頓
堀
)
開
削
者
の
一
人
で
あ
つ
だ
。

さ
て
、
右
の
両
人
は
近
世
初
期
大
坂
の
有
力
町
人
で
あ
っ
た
が
、
両
者
は
と

も
に
運
河
の
開
削
に
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
両
人
の

運
河
開
削
に
関
し
て
は
、
宍
喰
屋
次
郎
右
衛
門
に
つ
い
て
は
右
の
こ
と
以
上
を

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
安
井
九
兵
衛
に
つ
い
て
は
若
干
知
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
従
来
、
道
頓
堀
開
削
者
代
表
の
道
噸
は
安
井

一
族
で

あ
り
、
安
井

一
族
が
開
削
事
業
を
主
導
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ

て

右
の
九
兵
衛

即
ち
安
井
九
兵
衛
道
卜
も
開
削
を
主
導
し
た

人
と
み
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、

佐
古
慶
三
氏
さ
ら
に
牧
英
正
氏
に
よ
っ
て
、
道
噸
は
安

井
道
噸
で
は
な
く
、
平
野
郷
の
成
安
一
族
の
成
安
道
噸
で
あ
る
と
い
う
説
が
主

張
さ
れ
目
。
こ
の
説
に
し
た
が
え
ば
、
安
井

一
族
が
運
河
開
削
を
主
導
し
た
と

は
直
ち
に
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
道
噸
は
大
坂
の
陣
で
戦
死
し
て
お
り
、

生
き
残
っ
た
安
井
九
兵
衛
と
平
野
藤
次
に
よ
っ
て
掘
は
完
成
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
動
か
し
得
な
い
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
安
井
九
兵
衛
は
開
削
事
業
に
直

接
関
わ
っ
て
掘
を
完
成
に
導
い
た
の
で
あ
り
、
事
実
上
の
主
導
者
で
あ
っ
た
と

雷
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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開
削
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
安
井
九
兵
衛
と

開
削
工
事
の
関
わ
り
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
『
安
井
系
譜
』
か
ら
元
和
元

の
記
述
を
次
に
掲
げ
て
お
こ
目
。

年
(
二
ハ
一
五
)

元
和
元
年
霜
月
、
南
堀
川
口
浅
キ
ニ
付
、
九
兵
衛
人
足
連
レ
川
ヲ
掘
ラ
セ

居
シ
処
、
木
海
浦
へ
鯨
寄
、
右
人
数
ニ
テ
早
速
押
捕
へ

右
の
系
譜
書
き
に
よ
れ
ば
、
安
井
九
兵
衛
は
南
堀
川

(
道
頓
堀
)

口
の
凌
諜

の
た
め
に
、
自
ら
人
足
を
率
い
て
川
底
を
掘
ら
せ
て
い
る
。
道
頓
堀
完
成
か
ら

わ
ず
か
三
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
運
河
の
保
守
作
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
渡
諜
と
い
う
土
木
工
事
を
安
井
九
兵
衛
が
指
揮
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
が

開
削
時
に
も
同
様
に
土
木
工
事
の
指
揮
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
安
井
九
兵
衛
は
土
木
工
事
(
技
術
)
に
精
通
し
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
恩
わ
れ
、
そ
れ
故
に
道
噸
ら
を
失
っ
た
後
で
も
工
事
を
遂
行

し
、
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
点
か
ら
類
推
す
る
と
、

一
旦
工
事
の
中
断
し
た
立
売
堀
の
工
事
を
再
開

し
完
成
に
導
い
た
宍
喰
屋
次
郎
右
衛
門
も
、
同
様
に
土
木
技
術
に
精
通
し
て
い

た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
大
坂
の
運
河
開
削
者
は
、
有
力
町
人
で
あ
る
と

と
も
に
、
土
木
家
と
し
て
の
側
面
も
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
二
人
が
行
っ
た
木
曾
山
か
ら
の
大
径
材
伐
出
は
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
請
負
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
付
知
山
・
川
上
山

・
加
子
母
山
は
、

裏
木
曾
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
あ
り
、
木
曾
川
支
流
で
あ
る
付
知
川

・
川
上
川
を

利
用
し
て
出
材
さ
れ
た
。
所
氏
は
、
寛
永
期
に
国
奉
行
原
田
右
衛
門
が
裏
木
曾

か
ら
角
倉
を
排
除
し
よ
う
と
薗
策
し
、
そ
の
結
果
角
倉
の
採
材
本
拠
地
は
木
曾

の
本
谷
筋
に
移
動
し
、
裏
木
曾
で
は
別
の
業
者
が
受
け
持
つ
よ
う
に
な
り
、
天

満
材
木
屋
与
の
請
負
は
そ
の
事
例
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
角
倉
の
排
除

は
運
材
技
術
の
排
除
を
も
意
味
し
、
角
倉
に
か
わ
っ
て
運
材
で
き
る
者
を
必
要



- 22 -

と
し
た
と
恩
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
井
九
兵
衛
と
宍
喰
屋
次
郎
右
衛
門
が

裏
木
曾
か
ら
の
大
径
材
伐
出
を
請
負
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
領
主
権
力
と

の
結
び
つ
き
ゃ
資
本
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
彼
ら
が
運
材
に
要
す
る

技
術
を
も
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
運
材
技
術
と
彼
ら
の
も
つ
土
木
技

術
が
無
縁
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

運
材
技
術
と
河
川
土
木
技
術

こ
こ
で
は
、
材
木
の
河
川
運
材
技
術
と
、
土
木
技
術
の
関
連
を
み
て
お
き
た

ぃ
。
た
だ
し
取
り
上
げ
る
土
木
工
事
の
事
例
は
、
史
料
上
の
制
約
か
ら
、
現
時

点
で
は
角
倉
に
よ
る
工
事
の
記
録
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お

角
倉
の
河
川
開
削
に
要
し
た
土
木
技
術
に
つ
い
て
は
、
既
に
あ
る
程
度
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
よ
く
知
ら
れ
た
大
堰
川

(大
井
川
)
開
削
の
記
録
か
ら
、
開
削
工
事

の
様
子
に
関
わ
る
部
分
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。

(
イ
)
慶
長
九
年
嵯
峨
大
井
川
の
上
、
丹
州
保
津
邑
に
至
る
の
中
間
、
巨
巌
河

中
に
峠
ち
、
議
あ
る
所
ハ
其
の
巌
を
硲
き
、
下
流
と
準
平
な
ら
し
め
、

或
ハ
河
広
う
し
て
浅
き
者
ハ
、
石
を
帖
ん
で
其
の
河
を
峡
め
、
其
の
水

を
深
く
し
、
而
う
し
て
初
め
て
舟
を
通
切

(
ロ
)
丙
午
泰
三
月
了
以
初
波
大
井
河
、
其
所
有
大
石
以
纏
櫨
索
牽
之
、
石
在

水
中
則
構
浮
楼
、
以
鉄
棒
鋭
頭
長
三
尺
周
三
尺
柄
長
二
丈
許
、
繋
縄
使

数
十
人
挽
在
、
而
径
投
下
之
、
石
悉
砕
散
、
石
出
水
面
、
即
烈
火
焼
砕
駕
、

河
広
而
浅
者
、
帖
石
而
狭
其
河
深
其
水
、
又
所
有
海
者
、
撃
其
上
与
下

角
川
》

流
準
平
之
、
逮
秋
八
月
役
功
成

右
の
(
イ
)
と
(
ロ
)
に
は
、
開
削
に
用
い
ら
れ
た
施
工
方
法
が
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
整
理
す
る
次
の
よ
う
で
あ
る
。
①
河
床
を
平
準
化
す
る
た
め
に
、
水
中

に
巨
岩
や
滝
な
ど
の
段
差
が
あ
る
箇
所
は
、
岩
石
を
破
砕
す
る
。
②
川
崎
が
広

く
水
深
が
浅
い
箇
所
は
、
石
を
水
中
に
積
み
堤
を
築
く
こ
と
で
川
帽
を
狭
め
て
、

水
深
を
深
く
し
た
。
@
大
き
な
岩
石
を
移
動
す
る
た
め
に
犠
韓
素
を
用
い
、
水

中
・
水
面
に
あ
る
岩
石
は
鉄
榛
や
火
薬
で
破
砕
し
た
。
こ
う
し
た
方
法
は
、
他

の
河
川
工
事
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
慶
長

一
三
年

三

六
O
八
)
京
都
方

広
寺
大
仏
殿
造
営
時
に
、
材
木
運
材
の
た
め
に
加
茂
川
で
行
わ
れ
た
工
事
の
様

子
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

此
の
年
、
洛
東
大
仏
殿
造
立
あ
り
、
大
木
巨
石
を
運
ぶ
に
甚
だ
な
や
め
り

し
か
パ
、
了
以
乞
ふ
て
伏
見
の
里
よ
り
河
に
循
う
て
運
送
す
、
元
来
伏
見

の
土
地
大
仏
の
基
よ
り
ひ
く
き
事
六
丈
な
り
と
て
、
其
の
道
す
が
ら
高
き

所
を
う
が
ち
て
、
ひ
く
き
所
に
堤
を
つ
き
、
又
河
の
め
ぐ
れ
る
所
ハ
、
犠

輔
索
を
も
て
是
れ
を
引
き
な
ど
せ
し
か
パ
、
不
自
に
し
て
木
石
こ
と
ご
と

-H
-

く
遼
せ
り

大
木
巨
石
を
加
茂
川
の
下
流
か
ら
上
流
へ
運
ぶ
た
め
に
、
河
床
の
高
い
場
所

で
は
河
床
を
削
り
、
ま
た
低
い
場
所
に
は
堤
を
作
っ
て
水
面
を
か
き
上
げ
す
る
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な
ど
し
て
、
河
川
の
高
低
差
を
小
さ
く
し
、
さ
ら
に
川
筋
が
屈
曲
し
て
い
る
場

所
で
は
犠
櫨
を
用
い
て
大
木
巨
石
を
牽
引
し
た
。
以
上
は
要
す
る
に
、

①
隊
害

に
な
る
岩
石
の
除
去
、

②
堤
を
築
い
て
水
を
せ
き
止
め
て
貯
水
す
る
、
③
犠
誼

に
よ
る
牽
引
、
と
い
う
三
点
が
技
術
の
要
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
技
術
は
材
木
の
河
川
運
材
技
術
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
木
曾
に
お
け
る
河
川
運
材
の
方
法
を
概
観
し

さ

で

ず

ら

で
お
こ
う
。
な
お
、
山
地
の
斜
面
に
架
設
す
る
桟
手
や
修
羅
と
い
う
架
設
運
材

装
置
を
特
徴
と
し
、
木
曾
式
伐
木
運
材
法
と
し
て
知
ら
れ
る
運
材
技
術
は
、
近

世
中
期
以
降
に
成
立
し
た
技
術
で
あ
っ

情。

近
世
初
期
は
河
川
の
水
流
を
利
用

し
た
運
材
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
在
地
運
材
技
術
は
小
径
材
(
樽
木

土
居
な
ど
)
の
管
流
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
史
料
上
の
制
約
か
ら
、

大
径
材
運
材
の
詳
し
い
事
情
は
明
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
記
録
が
残
さ
れ
て

い
る
近
世
中
期
以
降
の
大
径
材
の
河
川
運
材
技
術
を
参
考
に
し
て
み
た
い
。

河
川
運
材
は
、
小
谷
狩
と
大
川
狩
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
谷
狩
は
川

幅
が
狭
く
怠
流
か
つ
水
深
も
十
分
で
な
い
木
曾
川
支
流
で
の
管
流
を
、
小
谷
狩

に
続
く
大
川
狩
は
、
水
量
も
比
較
的
十
分
で
川
幅
も
広
い
木
曾
川
本
流
で
の
管

流
と
筏
流
(
錦
織
綱
場
よ
り
下
流
域
)
を
指
す
。
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
に

舎
か
れ
た
『
木
曾
山
部
』
の
「
御
材
木
之
事
」
の
項
で
は
、
小
谷
狩
に
お
け
る

運
材
の
様
子
を
次
の
よ
う
記
し
て
い
る
。

又
小
谷
渡
入
ハ
高
卑
高
口
多
く
泉
流
少
く
御
材
木
難
流
故
、
川
之
高
卑
に

随
ひ
十
間
二
十
間
乃
至
四
五
十
間
置
に
井
堰
を
何
ケ
所
も
作
り
泉
流
を
堰

留
淀
ま
せ
材
木
流
シ
能
い
た
し
置
、
其
井
堰
ハ
小
材
を
以
川
底
へ
縦
横
ニ

か
ら
み
入
レ
材
木
之
間
々
ハ
柴
草
笹
業
杯
ニ
て
水
の
洩
ぬ
や
う
に
す
き
間

を
つ
め
其
上
を
土
砂
を
以
ぬ
り
埋
置
、
担
井
壇
之
中
央
に
巾
壱
丈
文
ハ
壱

間
程
の
水
門
を
明
ケ
、
水
門
の
底
は
小
材
を
竪
に
入
薬
研
の
如
く
な
り
を

務
銚
子
口
の
如
く
致
シ
、
右
之
銚
子
口
よ
り
大
材
ハ
壱
弐
本
小
材
は
四
五

本
ッ
、
、
日
扇
共
銚
子
口
の
左
右
に
立
弁
鳶
口
を
以
か
け
流
す
也
、
其
内

格
別
之
良
材
ハ
苧
綱
を
か
け
川
岸
よ
り
も
曳
或
ハ
か
く
ら
さ
ん
と
い
へ
る

ろ
く
ろ
ゃ
う
の
物
を
用
ひ
日
雇
共
数
人
懸
り
曳
流
ス
こ
と
も
あ
り
、
仲
の

弁
堰
川
上
木
尻
流
れ
終
れ
ハ
其
井
堰
を
段
チ
又
川
下
先
之
方
江
順
々
井
堰

を
作
り
立
何
ケ
所
も
弁
堰
を
作
り
流
す
也

谷
川
で
は
、
谷
底
の
高
低
差
の
あ
る
箇
所
や
水
流
の
少
な
い
箇
所
に
は
、
水

門
の
あ
る
堰
を
材
木
と
芝
草
な
ど
を
用
い
て
作
り
、
堰
で
せ
き
止
め
た
水
を
利

用
し
て
材
木
を
流
下
し
た
(
後
掲
、
参
考
図
1
)
。
そ
の
際
、
日
雇
(
運
材
労

働
者
)
が
鳶
竿
で
材
木
を
誘
導
し
た
が
、
特
別
の
良
材
の
場
合
は
寸
か
く
ら
さ
ん
L

と
呼
ば
れ
る
聴
植
を
利
用
し
て
材
木
を
引
く
こ
と
も
あ
っ
た

(書
考
図
2
)。

こ
う
し
た
堰
は
、
次
の
よ
う
に
桟
手
や
修
羅
な
ど
の
架
設
運
材
装
置
と
組
合
わ

せ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ヤ
ナ

①
築
之
図

材
木
ヲ
以
テ
魚
築
ノ
ゴ
ト
ク
組
立
、
イ
サ
、
サ
カ
ノ
谷
水
ト
イ
ヘ
ド
モ
一

a
-
ら

ぜ

‘

・

a
@

シ

カ

ケ

ヌ

滴
モ
漏
サ
ズ
堰
上
ゲ
、
縄
ノ
口
へ
為
掛
レ
パ
、
材
ハ
濡
レ
テ
ヨ
ク
走
リ
、

た
た
え

堰
上
ノ
方
ハ
水
た
た
え
湛
テ
材
ヲ
扱
フ
ニ
ヨ
ロ
シ
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②
修
羅
之
図

〈
ち

-
-
a
が
え
り
￥

谷
筋
岩
高
ア
ル
ヒ
ハ
朽
木
・
根
返
木
ナ
ド
ア
リ
テ
、
狩
出
シ
ガ
タ
キ
所

気

予

‘

し

が

た

ニ
材
ヲ
総
立
テ
、
谷
水
ヲ
堰
掛
上
ル
ヲ
水
修
羅
ト
去
、
若
掛
リ
簸
キ
所
ニ

ハ
下
ノ
谷
底
ヨ
リ
扱
取
テ
、
背
負
ノ
モ
レ
ル
イ
サ
、
ヵ
ノ
水
気
ヲ
得
テ
、

自
由
ニ
狩
下
ス
ナ
リ

き
で

①
の
築
は
、
先
の
『
木
曾
山
記
』
で
紹
介
さ
れ
た
堰
の
一
種
で
あ
る
。
「
纏
」

は
運
材
装
置
の
桟
手
の
こ
と
で
、
堰
の
上
方
の
口
に
下
流
に
向
け
て
桟
手
を
接

続
し
、
貯
水
し
た
水
と
と
も
に
材
木
を
流
送
し
た
(
参
考
図
2
)
。
ま
た
、
②

の
よ
う
に
桟
手
の
か
わ
り
に
修
羅
を
接
続
し
た
場
合
も
あ
っ
た
。
桟
手
や
修
羅

が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
近
世
中
期
以
降
に
お
い
て
も
、
水
を
せ
き
止
め

る
た
め
の
堰
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

一
方
、
犠
韓
(
「
か
く
ら
さ
ん
L

は
、
大
川
狩
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
、
川

中
に
岩
石
が
多
い
難
所
で
流
材
が
引
っ
掛
か
っ
た
場
合
に
、
「
掛
木
ニ
綱
ヲ
付

サ
セ
、
シ
ャ
チ

・
カ
グ
ラ
サ
ン
ニ
テ
巻
上
何
」
と
い
う
具
合
に
用
い
ら
れ
た
。

水
を
せ
き
止
め
る
こ
と
や
犠
舗
の
使
用
は
、
先
述
し
た
角
倉
の
河
川
土
木
工

事
に
も
み
ら
れ
、
大
径
材
の
河
川
運
材
技
術
と
土
木
技
術
に
共
通
の
要
素
を
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
土
木
技
術
に
通
ず
る
河
川
運
材
技
術
と
い

う
こ
と
に
留
意
す
る
と
、
さ
ら
に
多
く
の
共
通
点
を
み
い
だ
せ
る
。
川
の
形
状

が
悪
い
場
所
や
流
送
材
が
岩
石
に
引
っ
掛
り
ゃ
す
い
場
所
で
は
、
流
材
の
滞
流

を
防
ぐ
た
め
に
、
綱
を
用
い
て
材
木
を
組
ん
だ
も
の
を
設
け
た
(
寸
た
れ
」
、
「
か

せ
」
と
呼
ば
れ
鳩
)
。
ま
た
、
運
材
労
働
者
の
足
場
に
す
る
た
め
に
、
材
木
で

組
ま
れ
た
橋
(
「
鍬
橋
」
)
も
利
用
さ
れ
焼
。
さ
ら
に
、
流
れ
て
き
た
材
木
を
留

め
る
綱
場
で
は

大
規
模
な
留
綱
が
材
木
と
綱
で
作
ら
れ
た。

こ
う
し
た
装
置
は
、
治
水
工
事
に
用
い
ら
れ
る
「
枠
」
や
「
特
L

に
通
ず
る

と
こ
ろ
が
あ
り
(
参
考
図
3
)
、
河
川
運
材
技
術
と
河
川
土
木
技
術
の
共
通
点

を
私
遼
に
よ
り
意
識
さ
せ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
角
倉
が
有
し
て
い
た
河
川
土
木
技
術
の
延
長

線
上
に
、
大
径
材
の
河
川
運
材
技
術
が
位
置
す
る
こ
と
の
一
端
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
角
倉
は
、
河
川
運
材
の
前
提
で
あ
る
河
川
開
削
ば
か
り
で
は
な
く
、

運
材
そ
の
も
の
に
も
直
接
関
わ
る
技
術
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

近
世
初
期
の
材
木
伐
出
技
術
、
と
り
わ
け
運
材
技
術
は
土
木
技
術
と
深
く
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
角
倉
了
以
・
与
て
安
井
九
兵
衛
、
宍

喰
屋
次
郎
右
衛
門
ら
の
有
力
な
商
人
が
材
木
伐
出
を
請
負
っ
た
背
景
と
し
て
、

彼
ら
が
領
主
権
力
と
結
び
つ
き
か
っ
十
分
な
資
本
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
と
共

に
、
運
材
を
可
能
に
す
る
技
術
的
素
養
を
も
有
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
河
川
土
木
技
術
に
長
け
て
お
り
、
そ
の
技
術
が
あ
っ
て

こ
そ
運
材
を
行
い
え
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
大
径
材
の
河
川
流
送
の
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
河
川
の
開
削

が
必
要
で
あ
り
、
運
材
と
土
木
工
事
が
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
ま

ず
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
結
び
つ
き
に
と
ど
ま
ら
ず
、
運
材
技
術
は
土

木
技
術
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
本
稿
で
は
確
認
し
た
の
で
あ
り
、
土
木
技

術
と
運
材
技
術
は
直
接
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

土
木
技
術
を
有
し
た
当
時
の
有
力
商
人
を
、
両
技
術
を
媒
介
す
る
役
割
を
来
た
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し
た
技
術
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
材
木
伐
出
技
術
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
、
近
世
初
期
の
林
業
技
術
と

土
木
技
術
が
密
接
不
可
分
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
近
世
中
期
に

な
る
と
、
例
え
ば
木
曾
で
は
修
羅
や
桟
手
な
ど
の
地
上
に
架
設
す
る
運
材
装
置

の
発
達
を
み
た
が
、
こ
う
し
た
運
材
装
置
の
技
術
も
当
然
土
木
技
術
と
深
く
関

わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
林
業
技
術
と
土
木
技
術
の
結
び
つ
き
に
関
す
る
考

察
を
深
め
る
た
め
に
は
、
当
時
の
土
木
技
術
の
水
準
や
技
術
主
体
と
の
関
連
で

さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註
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史
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。

(
4
)
 

『
大
阪
市

Z
一。

(
5
)
 

『
大
阪
編
年
明
C

五
。
立
貰
掘
に
は
宍
喰
屋
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
。

『
廓
中
一
彦
(
『
大
阪
編
年
史
』
五
所
収
)
「
佐
渡
屋
町
」
の
項
。

『
大
阪
市
史
』
一
、
『
大
阪
編
年
史
』
五
。

牧
英
正
『
道
頓
堀
裁
判
』
(
岩
波
新
舎
、

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

一
九
八
一
年
)
に
、
佐
古

学
説
の
紹
介
を
含
め
て
詳
し
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。

(
9〉

『
大
阪
編
年
史
』
四
所
収
。

(
叩
)

所
前
掲
替
、
第
三
篇
第
五
章
第
四
節
寸
裏
木
曾
三
か
村
の
用
材
生
産
L

。

(
U
)
 
角
倉
了
以
・
与
一
の
河
川
土
木
工
事
に
関
す
る
、
主
な
文
献
を
以
下

に
掲
げ
て
お
く
。
『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
(
岩
波
書
庖
、

一
九
三
六

年
)
、
林
屋
辰
三
郎
『
角
倉
紫
庵
』
(
朝
日
新
聞
社
、

一
九
七
八
年
)
、

辻
普
之
助
「
角
倉
了
以
と
琵
琶
湖
疎
水
計
画
」
(
『
歴
史
地
理
』
一

O
l
一二、

一
九

O
七
年
)
。

(ロ)

『年
中
行
事
大
成
h

一
の
一
七
。

(
日
)

『
嵐
山
大
悲
間
誌
』
。

『
続
近
世
崎
人
伝
』

一
一
の
一
二
。

(
M
)
 

(
日
)

拙
稿
「
近
世
木
曽
林
業
に
お
け
る
採
運
技
術
の
構
成
」
(
『
林
業
経
済
』

四
八
四
号
、

一
九
八
九
年
)
。

(
凶
)

拙
稿
「
近
世
初
期
木
曽
林
業
に
お
け
る
技
術
と
労
働
形
態
E
」
(
『
秋

田
高
等
研
究
紀
要
』
第
二
八
号
、

一
九
九
三
年
)
。

(
口
)

『
日
本
林
制
史
調
査
資
料

名
古
屋
藩
』
。

(
国
)

『
木
曽
式
伐
木
運
材
図
絵
』
(
林
野
弘
済
会
、

一
九
七
五
年
)。

(
日
)

「
切
所
掛
リ
木
之
図

其

其

其一
一一
」
(
『
木
曾
式
伐
木
運
材

図
絵
』
)
。
な
お
、
引
用
文
中
の
「
シ
ャ
チ
」
と
は
事
地
・
事
盤
と
舎
き
、

重
量
物
を
牽
引
し
た
り
も
ち
参
げ
る
道
具
で
あ
っ
た
。
犠
植
は
権
平
地
よ

り
も
強
力
な
器
具
で
あ
っ
た
。

(
却
)

『
運
材
図
絵
』
(
『
神
岡
町
史
・
史
料
編
』
下
巻
所
収
)
。

(
幻
)

「
鍬
橋
之
図
」
(
『
木
曽
式
伐
木
運
材
図
絵
』
)
。

(n) 
佐
藤
信
有
『
提
防
構
油
志
』
(
一
七
八

O
年
)
、
内
務
省
土
木
局
蔵
版
『
土

木
工
要
録
』
(
一
八
八
一
年
)
。
河
川
工
事
な
ど
で
は
水
勢
を
そ
ぐ
た
め

カf に
あ、

る古
たく
めか
、 ら

、ー-，
れ蛇
に竺ザ、、
わが
る使
もわ

2ぞ
しきす.
て訴
「、

F水
.を

即通
ちさ
丸な
太い
を欠
組点



- 26ー

ん
で
中
に
石
を
入
れ
水
中
に
沈
め
る
も
の
が
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
丸
太

の
組
み
方
を
工
夫
し
安
定
度
を
増
し
た

「牛
」
が
登
場
し
た
。
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参

考

図

壊の図

(天保9年 r出小路伐出之図』、名古屋市立鶴舞図舎館蔵)

1 



一27-

2 築の図:図中右側には桟手がみえる。築の先には修羅が接続されている。また、材木を
離櫨で牽引している。

(天保9年 r出IJ、路伐出之図J)

回 之 面倒 上 立 社 同

3 牛の図:この牛は「洞木牛Jと称、された。
(r陵防溝也前)


	2917 9
	2917 8
	2917 7
	2917 6
	2917 5
	2917 4
	2917 3
	2917 2
	2917 1

